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	　　　　　　　　　　　学校給食で大規模なＳＥ食中毒発生
今月、北海道岩見沢市の小中学校において学校給食が原因で発症者数1,500名を超える大規模なＳＥ食中毒が発生しました。発生原因は共同調理所における調理機器の洗浄不足と考えられます。現在までに把握できた状況と、過去の同様な事例を紹介します。
１．発生年月　　2011年2月

２．発生場所　　北海道岩見沢市７小学校、２中学校

３．原因施設　　岩見沢市学校共同調理所

４．原因食品　　２月９日の給食「ブロッコリーサラダ」

５．病因物質　　サルモネラ・エンテリティディス（以下ＳＥ）

６．摂食者数・発症者数（２月１９日集計）
７小学校

２中学校

摂食者数（児童生徒職員）

2,511名

365名

発症者数

1,199名

176名

発症率

47.7％

48.2％

７．発生原因等（保健所公表・新聞報道、これらを元に推定）

　１）発症者便、保存食のブロッコリーサラダ、回転釜の撹拌用シャフトの拭き取りからＳＥを検出。

　２）発症者便、保存食のブロッコリーサラダから検出されたＳＥの遺伝子型が一致した。

　３）ブロッコリー、ニンジンを別々の大釜で95℃以上で湯がいたあと、回転釜で中央にシャフトアームの羽根を降ろしドレッシング和えをしているが、その際にＳＥに汚染されたと考えられる。

　４）配送前にサラダを他の温かい惣菜の容器の上に置いており、菌が増殖した可能性もある。
　５）回転釜では前日、前々日に豚肉や鶏肉を扱っており、その際にシャフトが汚染され、洗浄消毒が不適切であったためにＳＥが残存したと考えられる。

　６）シャフト洗浄の際の温湯が52～53℃と低かったのが原因の一つと考えられているが、洗剤を使用しての十分な洗浄後、次亜塩素酸ナトリウム液を使用すれば消毒殺菌はできたと考えられる。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

同様なＳＥ食中毒は1997年に熊本県の学校給食で発生しています。

１．発生場所　　３中学校

２．原因施設　　学校給食共同調理場

３．原因食品　　ピーナッツ和え

４．摂食者数・発症者数　　摂食者2,267名　発症者418名

５．発生原因

　１）２日前、中華卵スープを調理する際、ＳＥ汚染鶏卵使用によりミキサー刃裏が汚染されたが、底の部が分解できないため、洗浄消毒が不完全であった可能性があった。

　２）残存したＳＥが、前日ミキサーで溶解したシチュールーを栄養分として増殖した。

　３）当日、同ミキサーでピーナッツ和えの調味液を調合した時に調味液中にＳＥが溶出、汚染したと推定された。

　４）ＳＥの汚染菌量は直接培養では検出されなかったので、100個以下／ｇと推定された。平均潜伏時間は102.6時間と長かった。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　ＳＥは腸管出血性大腸菌Ｏ157、カンピロバクター、ノロウイルスと同様に100個以下で感染発症するとされています。今回は発症率が高く、全体がＳＥに汚染されていたものと考えられます。（笈川）
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２２日の集計


発症者数合計1,540名
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